
検
討
の
背
景

　

銀
行
勘
定
の
金
利
リ
ス
ク
は
、
商

業
銀
行
業
務
を
中
心
に
営
む
金
融
機

関
に
と
っ
て
不
可
避
の
リ
ス
ク
で
あ

り
、
精
緻
に
管
理
す
べ
き
重
要
な
リ

ス
ク
と
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
。
た

と
え
ば
、
預
金
と
し
て
個
人
か
ら
資

金
を
受
け
入
れ
、
資
金
を
必
要
と
す

る
企
業
に
貸
し
出
す
と
い
う
金
融
機

関
の
基
本
的
な
資
金
仲
介
機
能
を
考

え
た
場
合
、
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
の
変

化
で
そ
れ
ぞ
れ
の
金
利
が
変
動
す
る

こ
と
か
ら
、
銀
行
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
の
価
値
は
変
わ
り
う
る
（
イ
ー
ル

２
０
１
５
年
６
月
８
日
、
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
（
バ
ー
ゼ
ル
委
）
は
「
銀
行
勘
定
の
金
利
リ
ス
ク
」（
注

１
）
と
題
す
る
市
中
協
議
文
書
を
公
表
し
た
（
コ
メ
ン
ト
提
出
期
限
は
15
年
９
月
11
日
）。
銀
行
勘
定
に
お
け
る

金
利
リ
ス
ク
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
現
行
の
バ
ー
ゼ
ル
規
制
で
は
第
２
の
柱
（
金
融
機
関
の
自
己
管
理
と
監
督

上
の
検
証
）
で
対
応
し
て
い
る
が
、
今
回
の
市
中
協
議
文
書
で
は
、
①
リ
ス
ク
量
の
計
測
を
定
式
化
し
、
自
己

資
本
比
率
の
分
母
に
勘
案
す
る
第
１
の
柱
案
、
②
現
行
の
監
督
枠
組
み
は
維
持
し
つ
つ
監
督
対
応
を
明
確
化
・

透
明
化
し
た
第
２
の
柱
案
の
両
論
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
今
回
の
検
討
の
背
景
お
よ
び
両
案
の
要

点
を
解
説
す
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
意
見
は
す
べ
て
執
筆
者
の
個
人
的
な
見
解
で
あ
る
。
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ド
カ
ー
ブ
・
リ
ス
ク
）。
ま
た
、
資

産
と
負
債
の
金
利
改
定
時
期
が
一
致

す
る
こ
と
は
ま
れ
な
た
め
、
瞬
時
の

金
利
変
動
を
約
定
金
利
に
反
映
で
き

な
い
リ
ス
ク
（
金
利
改
定
リ
ス
ク
）

も
発
生
す
る
。

　

バ
ー
ゼ
ル
委
も
こ
う
し
た
基
本
認

識
を
共
有
し
て
お
り
、
重
要
な
リ
ス

ク
・
フ
ァ
ク
タ
ー
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
て
き
た
。
バ
ー
ゼ
ル
委
で
は
、
銀

行
勘
定
の
金
利
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、

資
本
賦
課
の
可
否
に
つ
い
て
何
度
か

検
討
し
た
も
の
の
、
主
と
し
て
各
国

金
利
環
境
の
相
違
や
リ
ス
ク
を
管
理

す
る
銀
行
実
務
の
収
斂
が
み
ら
れ
な

い
こ
と
な
ど
を
背
景
に
、
こ
れ
ま
で

は
第
２
の
柱
に
よ
る
対
応
を
堅
持
し

て
き
た
。
２
０
０
４
年
に
は
、
そ
れ

ま
で
の
検
討
結
果
を
ふ
ま
え
た
「
金

利
リ
ス
ク
の
管
理
と
監
督
の
た
め
の

諸
原
則
」（
注
２
）
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
07
〜
08
年
以
降

の
金
融
危
機
を
経
て
、
バ
ー
ゼ
ル
委

は
、
銀
行
経
営
を
左
右
し
う
る
金
利

リ
ス
ク
を
新
た
に
資
本
賦
課
の
対
象

と
す
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
13

年
春
か
ら
新
た
に
検
討
を
始
め
て
い

た
。
同
リ
ス
ク
の
検
討
を
開
始
す
る

に
至
っ
た
背
景
と
し
て
、
お
も
に
以

下
の
二
つ
の
理
由
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

●
金
融
危
機
以
降
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

歴
史
的
低
金
利
政
策
の
長
期
化
に
よ

り
、
銀
行
の
有
す
る
潜
在
的
な
金
利

リ
ス
ク
が
増
加
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
。

●
バ
ー
ゼ
ル
委
に
お
け
る
ト
レ
ー
デ

ィ
ン
グ
勘
定
の
抜
本
的
見
直
し
と
の

整
合
性
が
意
識
さ
れ
た
こ
と
。
す
な

わ
ち
、
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
勘
定
に
お

け
る
金
利
リ
ス
ク
は
第
１
の
柱
の
取

扱
い
で
あ
る
ほ
か
、
金
融
危
機
時
に
、

欧
州
で
は
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
勘
定
か

ら
銀
行
勘
定
へ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
付

替
え
が
観
察
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

両
勘
定
間
の
規
制
裁
定
を
回
避
す
る

観
点
か
ら
、
銀
行
勘
定
の
金
利
リ
ス

ク
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
ふ
ま
え
て
検

討
さ
れ
た
市
中
協
議
文
書
は
、
前
述

の
と
お
り
第
１
の
柱
へ
の
移
行
も
し

く
は
第
２
の
柱
の
深
化
を
市
中
に
諮

る
異
例
の
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
以

下
で
は
、
両
案
の
詳
細
に
つ
い
て
解

説
す
る
。

第
１
の
柱
案

　

第
１
の
柱
案
に
お
い
て

は
、
バ
ー
ゼ
ル
委
が
提
示

し
た
標
準
的
手
法
を
用
い

て
資
本
賦
課
額
を
計
算
し
、

自
己
資
本
比
率
の
分
母
に

（
機
械
的
に
）
勘
案
す
る

こ
と
で
、
各
銀
行
が
当
該

資
本
を
具
備
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

　

ス
テ
ッ
プ
①
で
は
、
資

産
・
負
債
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
の
割
当
て
が
行
わ

れ
る
。
具
体
的
に
は
、
す

べ
て
の
金
利
感
応
的
な
オ

ン
・
バ
ラ
ン
ス
資
産
・
負

債
お
よ
び
オ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
商
品
を
元
本
や
利
払

い
な
ど
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
に
分
解
し
、
資
産
サ

イ
ド
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
イ

ン
）
と
負
債
サ
イ
ド
（
キ

ャ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
）
に
分
け
て
、
計

19
個
の
タ
イ
ム
バ
ケ
ッ
ト
に
割
り
当

て
る
（
図
表
１
）。

〔図表１〕 第１の柱案における標準的手法のステップ

標準化のむずかしいポジション
（コア預金、住宅ローン等）

標準的な
ポジション

銀行勘定の
ポジション

合算
キャッシュフロー

経済価値
ショック

期間収益
ショック

資本賦課額

①キャッシュフローに
　分解して割当て

②同一バケットの資産・負債を相殺
　金利ショックを適用

③Earning-overlay
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こ
の
際
、
標
準
的
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
へ
の
分
解
が
困
難
な
ポ
ジ
シ

ョ
ン
（
流
動
性
預
金
や
繰
上
げ
返
済

可
の
住
宅
ロ
ー
ン
等
）
に
つ
い
て
は
、

銀
行
の
内
部
モ
デ
ル
に
基
づ
く
推
計

を
当
局
の
承
認
付
き
で
認
め
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
分
解
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
標
準
的
な
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
へ
の
分
解
が
困
難
な
ポ
ジ

シ
ョ
ン
に
対
す
る
推
計
は
、
過
度
に

緩
和
的
に
な
ら
な
い
よ
う
、
コ
ア
預

金
量
や
住
宅
ロ
ー
ン
の
期
限
前
償
還

率
の
推
計
手
法
に
関
し
て
、
一
定
の

制
限
を
か
け
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ

て
い
る
。

　

ス
テ
ッ
プ
②
で
は
、
資
産
サ
イ
ド

と
負
債
サ
イ
ド
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

ー
を
バ
ケ
ッ
ト
ご
と
に
合
算
し
て
、

通
貨
別
の
金
利
シ
ョ
ッ
ク
を
適
用
す

る
。
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
の
六
つ
の
変

化
（
平
行
シ
フ
ト
、
ス
テ
ィ
ー
プ
ニ

ン
グ
、
フ
ラ
ッ
ト
ニ
ン
グ
等
）
を
考

慮
し
て
経
済
価
値
の
変
化
を
計
算
し
、

そ
の
な
か
で
最
大
の
損
失
を
与
え
う

る
シ
ナ
リ
オ
を
抽
出
す
る
（
図
表

２
）。

　

金
利
シ
ョ
ッ
ク
の
大
き
さ
に
つ
い

て
は
、
全
世
界
一
律
の
シ
ョ
ッ
ク
を

想
定
す
る
の
で
は
な
く
、
各
国
の
金

利
水
準
に
配
慮
し
た
シ
ョ
ッ
ク
と
な

る
よ
う
な
手
法
を
提
示
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
枠
組
み
の
保
守
性
に
も
配

慮
し
、
１
０
０
ｂ
ｐ
ｓ
の
フ
ロ
ア
を

設
定
す
る
こ
と
が
打
ち
出
さ
れ
て
い

る
。

　

ス
テ
ッ
プ
③
で
は
、
ス
テ
ッ
プ
②

ま
で
に
得
ら
れ
た
経
済
価
値
の
変
動

を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
通
貨
ご
と
に
必

要
な
資
本
賦
課
額
を
算
出
し
、
合
算

す
る
。

　

以
上
み
た
よ
う
に
、
金
利
リ
ス
ク

を
捕
捉
す
る
標
準
的
手
法
と
し
て
は
、

経
済
価
値
の
変
動
を
と
ら
え
る
経
済

価
値
ア
プ
ロ
ー
チ
が
ベ
ー
ス
と
な
る
。

こ
れ
は
、
現
行
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ヤ
ー

基
準
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
経

済
価
値
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
金
利
が
変

化
し
て
一
定
期
間
が
経
過
し
た
あ
と

の
期
間
収
益
を
正
確
に
勘
案
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
本
来
、
経
済
価
値

ア
プ
ロ
ー
チ
と
（
金
利
の
変
化
を
受

け
た
収
益
の
変
動
を
と
ら
え
る
）
期

間
収
益
ア
プ
ロ
ー

チ
の
二
つ
は
相
互

補
完
的
で
あ
り
、

金
融
機
関
の
実
務

に
お
い
て
も
、
い

ず
れ
も
広
く
利
用

さ
れ
て
い
る
。

　

期
間
収
益
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
銀
行

経
営
に
と
っ
て
必

要
不
可
欠
な
将
来

収
益
を
勘
案
す
る

こ
と
か
ら
、
リ
ス

ク
管
理
手
法
と
し

て
よ
り
重
視
し
て

い
る
金
融
機
関
も

多
い
。
し
か
し
、

経
済
環
境
の
想
定

を
始
め
と
し
て
、

税
金
や
配
当
、
コ

ア
業
務
純
益
の
見

通
し
等
、
シ
ナ
リ

オ
に
取
り
込
む
べ

き
前
提
が
各
国
多

様
で
あ
る
こ
と
や
、

先
行
き
の
見
通
し

〔図表２〕 標準的金利シナリオのイメージ

平行シフト 短期ショック
スティープニング
フラットニング
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に
は
各
金
融
機
関
の
主
観
が
入
ら
ざ

る
を
え
な
い
と
い
う
弱
点
が
存
在
す

る
。
そ
の
た
め
、
バ
ー
ゼ
ル
委
で
は
、

手
法
の
簡
素
さ
や
比
較
可
能
性
の
確

保
の
観
点
か
ら
、
経
済
価
値
ア
プ
ロ

ー
チ
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
も
、
一
定

期
間
の
収
益
へ
の
金
利
変
化
の
影
響

を
計
上
し
て
、
そ
の
分
、
資
本
賦
課

を
軽
減
す
る
期
間
収
益
ア
プ
ロ
ー
チ

の
要
素
を
取
り
込
む
こ
と
の
是
非
を

市
中
協
議
の
対
象
と
し
て
い
る
。

第
２
の
柱
案

　

先
述
の
と
お
り
銀
行
勘
定
の
金
利

リ
ス
ク
は
、
現
在
、
第
２
の
柱
で
取

り
扱
わ
れ
て
い
る
。
市
中
協
議
文
書

に
お
い
て
、
先
述
の
第
１
の
柱
案
は

規
制
の
一
貫
性
や
透
明
性
、
比
較
可

能
性
を
強
化
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
一
方
、
第
２
の
柱
案
に
つ
い
て
は
、

各
国
の
市
場
環
境
や
リ
ス
ク
管
理
慣

行
の
違
い
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
も

の
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
第
２
の
柱
の
枠
組
み
の

も
と
で
各
行
に
お
け
る
金
利
リ
ス
ク

へ
の
備
え
を
着
実
に
促
す
た
め
、
バ

ー
ゼ
ル
委
に
お
い
て
第
２
の
柱
案
に

か
か
る
検
討
が
進
め
ら
れ
、
①
資
本

へ
の
影
響（capital consequence

）、

②
開
示
の
強
化
、
③
当
局
間
で
の
ピ

ア
レ
ビ
ュ
ー
の
三
つ
の
観
点
か
ら
、

深
化
し
た
第
２
の
柱
案
が
今
般
策
定

さ
れ
た
。

　

今
回
の
第
２
の
柱
案
に
つ
い
て
は
、

12
の
原
則
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
原

則
１
か
ら
９
が
銀
行
向
け
、
原
則
10

か
ら
12
が
監
督
当
局
向
け
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、
銀
行
向
け
の
原

則
に
つ
い
て
は
、
銀
行
に
お
け
る
ビ

ジ
ネ
ス
上
の
戦
略
や
、
資
産
・
負
債

の
構
成
、
内
部
管
理
の
状
況
等
を
ふ

ま
え
た
金
利
リ
ス
ク
管
理
に
対
す
る

当
局
の
期
待
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
原
則
を
画
一
的
に
適
用
す
る

（one-size-fits-all

）
の
で
は
な

く
、
規
模
、
複
雑
性
、
活
動
範
囲

（
国
際
的
か
ど
う
か
）、
と
い
っ
た

金
融
機
関
の
性
質
に
応
じ
た
「
比
例

原
則
」（proportionality

）
に
則

る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
第
１
の
柱
案
で
用
い
ら
れ

る
標
準
的
手
法
に
つ
い
て
、
内
部
モ

デ
ル
に
対
す
る
代
替
手
法

（fallback

）
と
し
て
位
置
付
け
つ

つ
、
比
較
可
能
性
向
上
等
の
観
点
か

ら
、
標
準
的
手
法
に
よ
る
計
測
・
開

示
に
つ
い
て
、
第
２
の
柱
の
枠
組
み

に
お
い
て
も
義
務
付
け
る
案
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
現
行
の
枠
組

み
か
ら
の
お
も
な
変
更
点
に
つ
い
て

詳
述
し
た
い
。

①
資
本
へ
の
影
響

　

現
行
の
第
２
の
柱
で
は
、
金
利
リ

ス
ク
量
が
基
本
的
項
目
（T

ier1

）

と
補
完
的
項
目
（T

ier2

）
の
合

計
額
の
20
％
を
超
え
る
金
融
機
関

（
ア
ウ
ト
ラ
イ
ヤ
ー
銀
行
）
の
自
己

資
本
の
適
切
性
に
つ
い
て
監
督
当
局

は
と
く
に
注
意
を
払
う
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
ア
ウ
ト
ラ
イ

ヤ
ー
銀
行
の
判
定
基
準
に
つ
い
て
、

市
中
協
議
文
書
で
は
「
普
通
株
式
等

資
本
（
Ｃ
Ｅ
Ｔ
１
）
あ
る
い
は

T
ier1

の
Ｘ
％
」
と
な
っ
て
お
り
、

強
化
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

ア
ウ
ト
ラ
イ
ヤ
ー
基
準
を
超
過
す
れ

ば
過
大
な
金
利
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
、

と
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
可
能
性
に

と
ど
ま
り
、
実
態
的
な
判
断
は
当
局

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
た
め
、
機
械
的

な
資
本
積
増
し
の
対
象
と
は
な
ら
な

い
）。

　

ま
た
、
各
行
に
お
け
る
内
部
モ
デ

ル
を
用
い
た
金
利
リ
ス
ク
計
測
に
お

い
て
、
ア
第
１
の
柱
案
の
標
準
的
手

法
で
用
い
ら
れ
る
六
つ
の
シ
ナ
リ
オ

の
使
用
を
義
務
付
け
る
（
現
行
は
上

下
パ
ラ
レ
ル
シ
フ
ト
、
か
つ
金
利
シ

ョ
ッ
ク
は
２
０
０
ｂ
ｐ
ま
た
は
過
去

５
年
の
１
％
・
99
％
タ
イ
ル
を
前

提
）
と
と
も
に
、
イ
内
部
モ
デ
ル
に

つ
い
て
も
、
各
国
当
局
に
よ
る
監
督

上
の
検
証
プ
ロ
セ
ス
を
導
入
す
る
ほ

か
、
使
用
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
対

し
て
各
国
当
局
が
一
定
の
制
限
を
課

す
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
第
１
の
柱
案
で
用
い
ら
れ
る
標

準
的
手
法
に
よ
る
金
利
リ
ス
ク
量
の

計
測
・
当
局
へ
の
報
告
を
第
２
の
柱

案
に
お
い
て
も
義
務
付
け
る
こ
と
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。

②
開
示
の
強
化
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現
状
で
は
、
経
済
価
値
ア
プ
ロ
ー

チ
ま
た
は
期
間
収
益
ア
プ
ロ
ー
チ
に

よ
っ
て
計
測
さ
れ
た
リ
ス
ク
量
お
よ

び
主
要
な
前
提
を
開
示
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
も
定
量
面

・
定
性
面
双
方
か
ら
開
示
の
充
実
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

市
中
協
議
文
書
で
は
、
ア
定
量
面

で
は
内
部
モ
デ
ル
を
用
い
た
６
シ
ナ

リ
オ
に
基
づ
く
経
済
価
値
ア
プ
ロ
ー

チ
お
よ
び
期
間
収
益
ア
プ
ロ
ー
チ
の

金
利
リ
ス
ク
量
の
変
化
率
、
イ
定
性

面
で
は
自
ら
が
抱
え
る
金
利
リ
ス
ク

量
に
対
す
る
評
価
や
金
利
リ
ス
ク
に

対
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
、
そ
の
他

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
ス
プ
レ
ッ
ド
・
リ
ス

ク
等
の
状
況
の
開
示
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
第
１
の
柱
案

で
用
い
ら
れ
る
標
準
的
手
法
に
よ
る

金
利
リ
ス
ク
量
の
計
測
結
果
の
開
示

義
務
付
け
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

③
当
局
間
で
の
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー

　

新
し
い
枠
組
み
の
実
施
に
あ
た
っ

て
、
各
国
と
も
に
一
貫
し
た
対
応
を

確
保
す
る
観
点
か
ら
、
当
局
同
士
の

ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
（
相
互
評
価
）
の
導

入
を
検
討
す
る
。

今
後
の
重
要
論
点
と

プ
ロ
セ
ス

　

バ
ー
ゼ
ル
委
と
し
て
は
、
今
後
、

議
論
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
以
下

の
論
点
に
つ
い
て
と
く
に
意
見
を
求

め
て
い
る
。
市
中
協
議
に
お
け
る
建

設
的
な
コ
メ
ン
ト
が
期
待
さ
れ
る
。

●
標
準
的
手
法
に
お
け
る
各
種
パ
ラ

メ
ー
タ
ー
（
コ
ア
預
金
の
安
定
預
金

率
等
）
の
妥
当
性

●
標
準
的
手
法
に
よ
っ
て
計
測
さ
れ

た
金
利
リ
ス
ク
量
の
２
柱
の
枠
組
み

で
の
計
測
・
開
示

●
金
利
シ
ョ
ッ
ク
シ
ナ
リ
オ
の
妥
当

性
　

今
後
、
バ
ー
ゼ
ル
委
で
は
、
市
中

か
ら
の
コ
メ
ン
ト
お
よ
び
定
量
的
影

響
度
調
査
を
ふ
ま
え
、
あ
ら
た
め
て

本
年
秋
以
降
に
検
討
を
行
う
予
定
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
最
終
化
の
時

期
お
よ
び
具
体
的
な
適
用
時
期
は
未

定
と
な
っ
て
い
る
。

　

13
年
春
か
ら
議
論
を
開
始
し
て
か

ら
２
年
以
上
を
か
け
て
、
日
本
を
含

む
各
国
が
積
極
的
に
議
論
を
行
っ
た

結
果
、
今
回
の
市
中
協
議
に
こ
ぎ
つ

け
た
。
一
方
で
、
今
回
の
市
中
協
議

は
第
１
の
柱
・
第
２
の
柱
両
論
が
併

記
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

標
準
的
手
法
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま

な
選
択
肢
が
提
示
さ
れ
る
な
ど
、
バ

ー
ゼ
ル
委
と
し
て
今
後
も
議
論
を
続

け
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
市
中
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
や
定

量
的
影
響
度
調
査
の
結
果
を
ふ
ま
え

つ
つ
、
議
論
に
積
極
的
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
、
と
考
え
て
い
る
。

　

他
の
バ
ー
ゼ
ル
委
で
の
議
論
に
も

通
じ
る
点
で
あ
る
が
、
銀
行
に
お
け

る
リ
ス
ク
捕
捉
の
十
分
性
や
リ
ス
ク

計
測
手
法
で
あ
る
内
部
モ
デ
ル
に
対

す
る
信
頼
が
議
論
と
な
る
な
か
、
比

較
可
能
性
の
向
上
を
求
め
る
声
が
強

ま
っ
た
結
果
、
第
２
の
柱
に
お
い
て

も
標
準
的
手
法
の
使
用
や
開
示
の
義

務
付
け
が
提
案
さ
れ
て
い
る
面
は
否

定
で
き
な
い
。

　

市
中
協
議
の
結
果
、
第
１
の
柱
・

第
２
の
柱
い
ず
れ
の
結
論
を
得
た
と

し
て
も
、
金
利
リ
ス
ク
へ
の
対
応
と

い
う
課
題
は
消
え
る
こ
と
が
な
い
。

今
後
、
銀
行
・
当
局
双
方
が
協
力
し

て
、
金
利
リ
ス
ク
に
対
す
る
備
え
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
今
回
の
市
中
協
議
文
書

の
公
表
を
通
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討

・
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

（
注
）１　

B
asel C

om
m

ittee on B
anking 

Supervision, "Interest rate risk in 
the banking book"(June 2015) 

２　

B
asel C

om
m

ittee on B
anking 

Supervision, "P
rinciples for the 

M
anagem

ent and Supervision of 
Interest R

ate R
isk" (July 2004)

は
と
ま　

ま
さ
や

03
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
、
金
融
庁

入
庁
。
07
年
Ｎ
Ｙ
大
経
営
大
学
院
修

了
。
金
融
庁
監
督
局
、
財
務
省
理
財

局
な
ど
を
経
て
14
年
か
ら
現
職
。

た
ね
む
ら　

と
も
き

98
年
東
京
大
学
大
学
院
修
了
、
日
本

銀
行
入
行
。
金
融
市
場
局
、
ロ
ン
ド

ン
事
務
所
な
ど
を
経
て
、
10
年
か
ら

現
職
。
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